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家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い

て
、
海
老
名
市
議
会
で
は
初
日
の

　

月　

日
に
「
海
老
名
市
廃
棄
物

１１

２９

の
減
量
化
、
資
源
化
、
適
正
処
理

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
」
の
議
案
が
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

「
座
間
市
及
び
綾
瀬
市
に
対
し
て

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
を
求
め
る

と
と
も
に
、
有
料
化
の
導
入
を
促

す
こ
と
。」と
い
う
項
目
を
含
め
た

附
帯
決
議
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
本
市
の
ご
み
減
量
化
策

と
し
て
の
家
庭
系
ご
み
の
有
料
化

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
、
市
長
に
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

有
料
化
に
関
す
る
検
討

に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て
も

第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
に
明
記

し
て
い
ま
す
が
、
過
去
２
回
の
三

市
清
掃
行
政
連
絡
協
議
会
で
の
調

査
研
究
で
は
、
市
民
の
利
便
や
負

担
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
提
起

さ
れ
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
十
分

な
検
討
や
議
論
が
必
要
と
の
結
論

に
至
っ
て
お
り
、
本
市
で
は
、
同

協
議
会
の
結
論
を
尊
重
し
て
減
量

化
、
資
源
化
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
市
民
に

新
た
な
費
用
負
担
を
求
め
る
有
料

化
を
す
る
前
に
、
さ
ら
な
る
減
量

化
、
資
源
化
を
図
る
こ
と
を
最
優

先
に
考
え
て
い
ま
す
。
海
老
名
市

の
有
料
化
導
入
の
判
断
は
、
海
老

名
市
の
判
断
と
し
て
尊
重
す
べ
き

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
本
市
は
本

市
と
し
て
判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
障
害
者
差
別
解
消
法
の

視
点
か
ら
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
改
修
や
小
ホ
ー
ル
へ
の
簡

易
ス
ロ
ー
プ
設
置
な
ど
は
評
価
し

て
い
ま
す
が
、
車
椅
子
利
用
者
へ

の
対
応
は
大
規
模
改
修
時
に
行
う

と
の
状
況
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
高
齢
化
は
、
観
客
側
だ
け
で
な

く
演
奏
者
側
に
も
等
し
く
訪
れ
る

こ
と
か
ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

早
急
に
実
施
す
べ
き
課
題
と
考
え

ま
す
が
、進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　

車
椅
子
の
移
動
に
つ
い
て
は
、

最
新
の
福
祉
機
器
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
大
規
模
改
修
を
し
な

く
て
も
可
能
な
手
段
も
あ
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
市
内
小
・
中
学

校
の
行
事
の
際
に
、
車
椅
子
席
を

最
後
列
だ
け
で
な
く
、
中
央
の
通

路
の
一
角
に
確
保
す
る
な
ど
の
拡

充
が
早
急
に
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
部
長　

座
間
市
公
共
施
設

大
規
模
修
繕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
も
含
め
た
改
修
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

車
椅
子
の
階
段
移
動
等
に
係
る

福
祉
機
器
の
導
入
や
小
・
中
学
校

の
行
事
の
際
の
児
童
・
生
徒
の
車

椅
子
席
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
施

設
に
構
造
的
な
課
題
が
あ
り
、
ま

た
、
既
存
通
路
は
避
難
経
路
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
は
２
０
１
５
年
に
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
を
策
定
し
、

各
地
の
学
童
保
育
は
こ
れ
ら
の
基

準
と
指
針
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
前
年
と
比
較
す
る
と

支
援
の
単
位
数
は
１
９
７
８
増
加
、

入
所
児
童
数
は
６
万
３
２
０
４
人

増
加
し
て
お
り
、
市
町
村
が
基
準

に
基
づ
き
、
学
童
保
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
表
れ
と
考
え
ま
す
。
現

在
は
、
一
教
室
に
放
課
後
児
童
支

援
員
を
原
則
２
人
以
上
配
置
し
、

同
支
援
員
は
、
保
育
士
や
社
会
福

祉
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
と
と
も

に
、
都
道
府
県
知
事
の
研
修
を
修

了
す
る
と
い
う
、
従
う
べ
き
基
準

を
設
け
、
各
市
区
町
村
に
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
政
府
は
、

職
員
確
保
に
苦
し
む
地
方
か
ら
の

提
案
と
い
う
こ
と
を
口
実
に
、
従

う
べ
き
基
準
を
拘
束
力
の
な
い
参

酌
基
準
に
変
更
す
る
と
い
う
方
針

を
表
明
し
ま
し
た
。
市
区
町
村
が

条
例
制
定
を
行
い
、
職
員
数
な
ど

を
自
由
に
決
め
ら
れ
る
た
め
、
資

格
の
な
い
職
員
が
１
人
で
学
童
保

育
を
担
う
可
能
性
も
あ
り
、
保
護

者
や
職
員
か
ら
は
保
育
の
質
の
低

下
を
懸
念
す
る
声
が
出
て
い
ま
す
。

現
在
の
国
が
示
し
て
い
る
最
低
の

基
準
を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
保

育
の
提
供
を
す
る
こ
と
は
重
要
と

考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

配
置
基
準

等
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
に
注

視
し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
現
在
の
保
育
の
質
は
担
保
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
社
会
の
急

速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
、
児
童

・
生
徒
の
将
来
的
な
可
能
性
を
広

げ
る
英
語
力
の
向
上
が
重
要
と
捉

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た

英
語
教
育
改
革
実
施
計
画
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、

新
た
な
英
語
教
育
が
本
格
展
開
で

き
る
よ
う
に
、
本
計
画
に
基
づ
き

改
革
を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

先
進
市
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
外

国
人
と
の
会
話
や
外
国
の
文
化
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、
体
験
的

で
実
践
的
な
学
習
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
本
市
と
し
て
学

校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
以
外
で
英
語

教
育
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

児
童
・
生
徒
が
生
き

た
英
語
に
触
れ
る
こ
と
は
大
変
有

効
で
す
。
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
小

学
生
が
外
国
語
に
興
味
を
持
ち
、

英
語
教
室
等
を
通
し
て
中
学
生
の

英
語
力
を
鍛
え
、
そ
の
経
験
に
よ

り
学
習
意
欲
を
高
め
、
ス
マ
ー
ナ

親
善
大
使
や
海
外
で
活
躍
す
る
と

い
っ
た
よ
う
な
系
統
性
の
あ
る
取

り
組
み
を
考
え
る
こ
と
は
、
本
市

の
外
国
語
教
育
を
充
実
さ
せ
る
有

効
な
方
法
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま

す
。い
ず
れ
は
実
現
で
き
る
よ
う
、

予
算
等
も
含
め
て
今
後
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
教
員
の
資

質
向
上
と
新
学
習
指
導
要
領
の
円

滑
な
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

公
文
書
管
理
法
で
は
、
第
４
条

に
お
い
て
、「
当
該
行
政
機
関
に
お

け
る
経
緯
も
含
め
た
意
思
決
定
に

至
る
過
程
並
び
に
当
該
行
政
機
関

の
事
務
及
び
事
業
の
実
績
を
合
理

的
に
跡
付
け
、
又
は
検
証
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
」
と
、
文
書
作

成
の
目
的
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
本
市
の
文
書
管
理
規
程
で

は
、
第
３
条「
文
書
主
義
の
原
則
」

に
お
い
て
、「
事
務
を
処
理
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
緊
急
を
要
す
る
場

合
の
ほ
か
原
則
と
し
て
文
書
を
用

い
る
」
と
し
て
い
る
の
み
で
、
文

書
作
成
の
目
的
は
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
文
書
作
成
の
目
的
を
、

「
意
思
決
定
に
至
る
過
程
並
び
に

当
該
行
政
機
関
の
事
務
及
び
事
業

の
実
績
を
合
理
的
に
跡
付
け
、
又

は
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
」

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の

認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
文
書
管
理
は
、

そ
の
基
本
理
念
が
、
健
全
な
民
主

主
義
を
支
え
る
市
民
共
有
の
知
的

資
源
と
し
て
主
権
者
で
あ
る
市
民

が
主
体
的
に
利
用
し
得
る
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
主
権
者
で
あ
る
市

民
の
一
方
の
代
表
者
で
あ
る
議
会

に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
、
も
う
一
方

の
代
表
者
で
あ
る
首
長
に
よ
っ
て

公
布
さ
れ
る
法
形
式
、
す
な
わ
ち

条
例
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

市
の
諸
活
動
を
市
民
に

説
明
す
る
責
務
を
全
う
す
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で

条
例
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
成　

年
度
予
算
に
お
い
て
、

３０

相
武
台
前
駅
南
口
周
辺
の
土
地
利

用
の
検
討
を
進
め
、
路
線
バ
ス
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
状
況

に
見
合
っ
た
駅
前
広
場
等
の
施
設

整
備
方
針
を
定
め
る
た
め
の
予
算

措
置
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

相
武
台
前
駅
南
口
駅
前
広
場
勉
強

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
意
見
交
換
が
さ
れ
た
の

か
、
ま
た
、
勉
強
会
の
今
後
の
進

め
方
や
意
見
を
ど
の
よ
う
に
反
映

し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

相
武
台
前
駅
南
口

駅
前
広
場
勉
強
会
は
、
駅
前
広
場

の
整
備
や
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
相
武
台
前
駅
利
用
者

や
地
域
の
方
々
と
幅
広
く
意
見
交

換
を
行
う
た
め
に
設
立
し
ま
し
た
。

第
１
回
勉
強
会
で
は
、
駅
周
辺
の

現
状
に
つ
い
て
、
交
通
安
全
、
交

通
機
能
、そ
の
他
公
共
公
益
機
能
、

運
営
、
整
備
時
期
の
５
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
抽
出
し
ま
し
た
。
第
２

回
勉
強
会
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を

も
と
に
駅
前
広
場
の
整
備
内
容
や

運
営
管
理
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
行
い
、バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、

一
般
車
の
利
用
方
法
等
に
つ
い
て

も
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
は
駅
前
広
場
整
備
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
勉
強
会
に
お
け
る

意
見
を
十
分
に
参
考
に
し
な
が
ら
、

市
域
全
体
の
交
通
計
画
と
の
整
合

を
図
り
、
駅
前
広
場
の
整
備
計
画

を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

星
野　

久
美
子 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

学
童
保
育
、
基
準
を
変
え
な
い
で

　

伊
藤　

多
華 
議
員
《
公
明
党
》

今
後
の
英
語
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

本
市
の
見
解
を
伺
う

沖
永　

明
久 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

公
文
書
管
理　

意
思
決
定
の
過
程
・
実
績
を

検
証
で
き
る
の
か
？　

市
長
の
認
識
を
問
う

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

再
び
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
問
う　

車
椅
子
席
の
拡
充
を
早
急
に

　

松
橋　

淳
郎 
議
員
《
ざ
ま
明
進
会
》

相
武
台
前
駅
周
辺
の整

備
に
つ
い
て

沖
本　

浩
二 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

ご
み
減
量
化
策
と
し
て
の

家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
問
う

▽　

月　

日　

開
会
、会
期
決
定
、

１１

２９

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑
・
委

員
会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員
会

付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑

▽　

月
６
日　

一
般
質
問

１２
▽　

月
７
日　

一
般
質
問

１２
▽　

月　

日　

一
般
質
問
、
議
案

１２

１０

上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託

▽　

月　

日　

委
員
会
審
査
報
告

１２

２１

･
質
疑
・
修
正
案
上
程
・
提
案
説

明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続

審
査
案
件
上
程
、
議
員
派
遣
、
議

員
提
出
議
案
上
程
・（
提
案
説
明
・

質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）
省

略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
、
質
疑
、
討

論
は
、次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

総
括
質
疑
（　

月　

日
）

１１

２９

　

熊
切
和
人（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

安
田
早
苗（
公
明
党
）、
星
野
久
美

子（
日
本
共
産
党
）、松
橋
淳
郎（
ざ

ま
明
進
会
）、
安
海
の
ぞ
み（
会
派

に
属
さ
な
い
議
員
）、
加
藤
陽
子

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
沖
永

明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

議
案
第　

号
修
正
案
に
対
す
る
質

７５

疑
（　

月　

日
）

１２

２１

　

佐
藤
弥
斗
（
ざ
ま
明
進
会
）

討
論
（　

月　

日
）

１２

２１

　

星
野
久
美
子（
日
本
共
産
党
）、

安
田
早
苗（
公
明
党
）、
沖
永
明
久

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
佐
藤

弥
斗（
ざ
ま
明
進
会
）、
加
藤
陽
子

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
安
海

の
ぞ
み（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

�
波
貴
志
（
自
民
党
・
い
さ
ま
）

本本
会会
議議
のの
概概
要要


